
  公益社団法人日本山岳会 関西支部 

 

 

 1 / 2 

｢本山寺山森林づくりの会」活動報告(2022.02.13) 

                                                                 文･写真：武田 

日 時：2022(令和 4)年 2 月 13 日(日)  9:30～14:00  

気 象：曇(気温 0～1℃) 

活動エリア：４5 林班ろ-05 

活動内容：地域環境保全(里山林保全) 

参加者 (会員)：斧田一陽､倉谷邦雄､黒山泰弘､武田壽夫､中川義行､宮本 廣      会員６名 

 

＜雪に追われて早仕舞い＞ 

◆今年は雪を纏った｢南岸低気圧｣が活発なようで､天気予報は午後は雪になるかも。とは言え､今日が今

年度のさともり交付金事業に反映出来る最後の活動､寒さを押しての入山となる。予報を勘案し作業地は

植林地上部の山道脇を選ぶ｡一帯は広葉樹が混交した未整備エリア

で､一帯の常緑広葉樹を適宜除伐して日照を回復したい。午後､アラ

レは直ぐに雪に変わり､14 時に作業止め､下山。 

＜今日の成果＞   

  小人数だったが左程太い木は無く、また、足元の傾斜が緩かった

ことも手伝い作業は捗る。 

0.15ha は整備出来たと自画自賛の一日。とにかく寒い。 

 

 

(一寸良い話) 帰途､転んで動けなくなった人を発見､車で上がってきたようで､駐車場まで宮本車が送る。

これまで山道の側溝に脱輪した車を抱え上げたことは2～3回あるが､人のお手伝いはこれが初めて。

厚い落葉で足元が見えなかった所為か？皆さんもご注意を。 

 

＜写真編(あまり遠くない活動地なので要図は省略)＞ 

【作業前】 

 

【作業開始】 

 

 

 

 

 

雪に追われて退散 
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＜写真編(つづき)＞ 

【高枝切り鋸で枯れ枝落とし】 

 

【ホット一息､枯れ枝切りも体力消耗】 

 

【処理木の枝払い中】 

 

【作業の概成】 

 

【本山寺山の雪(右写真には及ばぬが)】 

 

【郡上市高鷲の雪(井上会員)】 

 

 

 


